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＜ふくおか森づくりネットワーク＞ 

福岡近郊で森づくり活動に関わっていた市民の有志が 2003年４月に立ち上げた任意

団体。福岡県内の森づくりや里山保全のための、中間支援的な事業（団体や活動を元

気づける事業）を行うことを目的としています。 

＜主な事業実績＞ 

森づくり活動グループリーダー講座（2003 年）、里山体験リレー（2003年）、ふく

おか里山ワークショップ（2004 年）、グループリーダー実践講座（2006年）、九州

森づくり交流会（2006～2008年、福岡、熊本、長崎、宮崎の各県にて開催）、「第

13 回森林と市民を結ぶ全国の集い」事務局（2007 年）、連続講座「森の守り人に会

いに行く」（2008年）、連続講座「森とまちをつなぐ人」（2009年）、連続講座「森

の声を聞く」（2010年）、連続講座「森とツナガル暮らし」（2011 年）、連続講座

「森を守る人たち－杣人・行政・ＮＰＯ－」（2012年）、2014森の講座「私たちの

森は今」（2014年）、2015森の講座「子どもたちに送る風景」（2015年）、冊子『森

とツナガル休日』の発行、「九州森づくりメーリングリスト」（2003年～）、「ブロ

グ・ふくおか森づくり日記」（2006 年～）、Facebookの管理運営など。その他共

催、協力事業等多数。 
＜連絡先等＞ 
電話：０８０－６４３８－４２６８   

Eメール：fukumorinet@yahoo.co. jp 
ブログ：http://fukumori.dreamlog.jp 
Facebook：https:/ / ja-jp.facebook.com/fukumorinet 
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■ 名  称  2016森の講座『森に親しむ』  

■ 事業趣旨   

シンポジウムでは、森とのかかわりの第一線で活躍する講師を迎え、活動を語っていただき、森に親

しむ機会をもちました。質疑で理解を深め、私たちが、森と親しむことを考える場となりました。 
 ワークショップでは、グリーンウッドワーク（生木を使う木工）の主要な道具である「削り馬」の作

成を通じ、森林ボランティア活動で発生した材の活用など、森の木を用いた創作活動の普及基盤の強

化を図りました。 
■ 構  成  全３回の講座とワークショップ 1回（各回の個別参加も可） 

■ プログラム  

◇ 第 1 回講座 「グリーンウッドワークの今・日本とスウェーデン」 

日時：１０月９日（日）１８時３０分～２０時３０分 

内容：グリーンウッドワークとは、森から切り出したばかりの未乾燥の小径木（グリーンウッ

ド）を材料に、伝統的な手道具を使って椅子などの家具や小物を制作する木工のこと。英国など

のヨーロッパでは、森林整備ボランティアと併せ、多くの市民に楽しまれています。 

グリーンウッドワークを日本に紹介し、普及に取り組んできた久津輪氏から、この夏に行われ

たスウェーデンの木工祭の最新情報をはじめ、アメリカ、イギリス、スウェーデンなどで、人々

はどう森に親しみ、木のものづくりを楽しんでいるのか、たくさんの写真とともにご紹介いただ

きました。 

講師：久津輪雅氏 (岐阜県立森林文化アカデミー准教授) 

＜福岡県出身。ＮＨＫで番組制作に従事後退社。岐阜県で木工を学び、イギリスで家具職人とし

て働く。イギリス滞在中に、グリーンウッドワークに出会い、地域社会や環境に関わる木工に関

心を深める。現在は、岐阜県立森林文化アカデミーにて「木のものづくりの新しい可能性の開

拓」をテーマに、林業、環境教育、地域づくり、福祉などさまざまな分野と連携して活動を行

う。著作に「はじめてのグリーンウッドワーク」(共著)、「ゴッホの椅子」など＞ 

進行：志賀壮史 （ふくおか森づくりネットワーク）（講座全３回とも） 

会場：九州大学大橋キャンパス２号館２Ｆ 環境設計ギャラリー  

定員：60名   参加費：500円(学生無料)  

共催： 九州大学芸術工学研究院 

協力 ：環境デザイン部門、環境設計学科、ソーシャルアートラボ 

 

●特別ワークショップ 「削り馬の組み立てと木ウソづくり体験」 

内容：グリーンウッドワークを行うのに必要な木工道具である「削り馬（Shaving hourse）」を

組み立て、持ち帰っていただきました。削り馬組み立て後は、木ウソづくりの体験を行いまし

た。森林整備や木工に取り組んでいる方、これからグリーンウッドワークに挑戦したい方に向け

たワークショップとして実施しました。 

講師：久津輪雅氏 (岐阜県立森林文化アカデミー准教授) 

日 時：１０ 月９日（日）１０時 ～ １７時 

  事業概要                      
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会 場：九州大学大橋キャンパス 

定 員：15 名（要・申込み）  参加費：５千円（材料費込み） 

 

◇ 第２回講座「歩いて感じるフットパス」～森と里と人と～ 

日時：１０月２４日（月）１８時３０分～２０時３０分 

内容：森林や田園の風景を楽しみながら歩く道、フットパス。地域の魅力の保存や環境保全活動、

観光振興としても注目が集まっています。この取組を地域の方たちと進めている、熊本県美里町

の美里フットパス協会の方に活動についてお話いただきました。 

オープニングトークではフットパス発祥の地イギリスの様子の紹介がありました。 

講師：井澤るり子氏（美里フットパス協会副会長） 

濱田孝正氏（同 事務局長） 

オープニングトーク：朝廣和夫氏 （九州大学芸術工学院准教授）    

会場：福岡市中央区舞鶴 2-5-1 あいれふ 10階 講堂  

定員：60名   参加費：500円(学生無料) 

 

◇ 第３回講座 「福岡県の森林・林業の歴史」 

日時：１１月１５日(火) １８時３０分～２０時３０分 

内容：福岡の緑なす山々は、先人たちが育み利用してきて、今日の姿があります。 福岡藩や久留

米藩の事例から見る江戸時代の森林林業、明治期から戦前、戦後の大転換による現在の森林の姿

など、近世からの福岡県の森林林業の歴史を振り返り、これからを考えます。 

講師：福島 敏彦 氏 （福岡県林業技術者連絡会会長） 

＜昭和 39 年 福岡県林業試験場勤務、平成 5 年福岡県林業技術センター部長。平成 14 年の退職

後は、長年において森林林業の技術職に携わった経験やつながりを活かして福岡県林業技術者連

絡会を有志とともに設立し、森林林業行政や林業事業者への助言を行う。昭和 58 年林野庁長官賞

（林道開発）、昭和 59 年林業技術賞（システム林業経営）＞ 

会場：福岡市中央区舞鶴 2-5-1 あいれふ 10階 講堂  

定員：60名   参加費：500円(学生無料) 

 

■参加者実績 

  実施日 申込数 参加数 参加率 

第 1回講座 グリーンウッドワークの今・日本とスウェーデン １０/９（日） ５４名 ５７名 １０６％ 

第２回講座 歩いて感じるフットパス １０/２４（月） ５１名 ４５名 ８８％ 

第３回講座 福岡県の森林・林業の歴史 １１/１５（火） ３９名 ３６名 ９２％ 

特別ワークショップ 削り馬の組み立てと木ウソづくり体験 １０/９（日） １６名 １６名 １００％ 

合       計   １６０名 １５４名 ９６％ 
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■グリーンウッドワークの魅力 

2006 年から、岐阜県立森林文化アカデミー

という美濃市にある２年制の専門学校に勤め

ている。教員が 17人、学生は 80人という恵ま

れた環境で働いている。教員になる前は５年間

イギリスで家具職人として働いていた。その時

に、グリーンウッドワーク（以下、GWW）を学ん

だ。 

GWW とは生の木を使って木工をすること。最

近では、電気を使わない、地球にやさしいグリ

ーンな木工という意味も含まれている。 

なぜ、GWW が注目されているか。それは、ど

んな木でも材料になるから。GWWは庭の手入れ

や、公園の剪定で出た木など、どんなものでも

使える。あとは、場所を選ばないこと。森の中

に道具を持っていったりもできる。電気や石油

を使わないので、作業では体を使って健康にな

るし、やっていて気持ちいい。子供も大人も楽

しめる。普通の木工は、安全教育を受けた人で

ないと機械を使えない。それに、木を製材して

板にして乾燥していう手間ひまが必要となる。

一方、GWWを刃物は使うけど、そこそこ安全で、

今そこで伐ったばかりの木でスプーンが作れ

る。木を使って森と人が直結している。それが

魅力なのかと思う。 

GWW の活動は人に愛されて広がりつつある。

岐阜の森林文化アカデミーの卒業生のなかに

は、グリーンウッドワーク協会という団体を立

ち上げてプロとして取り組んでいる人、竹細工

職人になった卒業生もいる。竹細工も生材を人

力の刃物で割ったり削ったりするので、私たち

は日本のグリーンウッドワークだと捉えてい

る。 

■スウェーデンの木工祭 

スウェーデンに８月

に行ってきた。一番有名

な GWW の作家ヨゲ・スン

ク ヴ ィ ス ト （ Jogge 

Sundkvist）さんからの

お誘いで、テアリフェス

ト（Täljfest）という木

工のお祭りに参加した。

金・土・日とイベントが

行われ、様々な作家が世

界中から集い、参加者は

好きな作家の実演やレ

クチャーに参加する。会場ではスプーンづくり、

お椀づくり等のワークショップが行われてい

る。夜にはパフォーマンス、パネルディスカッ

ションなどがある。イギリスでもスプーンフェ

ストというイベントが人気。牧場を貸し切り、

テントに泊まりながら、有名作家の講座を受け

たり、持ち寄ったスプーンで展示会を開いたり

できる。 

生木のスプーンづくりは、2000 年を超えた

頃から爆発的にブームが広がってきて、今、本

当に大きなモノづくりのムーブメントとして

広がってきている。現代化した中で、森と繋が

る手段、生活で使うものの一部でいいから自分

で作りたいという、その象徴がスプーンなので

はないかと思う。 

テアリフェストのときの、ニクラスさんとい

う作家さんのスプーンづくりを紹介したい（動

画）。おなじ西洋でも文化が違い、イギリスで

は食べる用のスプーンやサラダを盛るスプー

ンを作るが、スウェーデンでは大ぶりのスプー

ンを、斧で斫って生の木をザクザク成形して、

手斧で中を刳り、スプーン作成用のスプーンナ

第１回講座『グリーンウッドワークの今：日本とスウェーデン』   

講  師：久津輪  雅  氏  （岐阜県立森林文化アカデミー准教授）  
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イフという工具で削る。小さなスプーンづくり

は斧ではなくナイフ。押しても引いても使うナ

イフワークが特徴的。ナイフの使い方がすごく

多彩。日本では、切り出し小刀を右手で持ち、

左手の親指でみねを押しながら削るけど、向こ

うの人たちは用途によって押したり引いたり

する。しかも、指先だけでなくて体を使う。削

り馬のような道具を使う必要がなくて、合理的

な刃物の使い方をしている。日本に帰ってきて、

岐阜の杓子づくりの職人さんの作業をみたら、

杓子づくりは出刃包丁を使っていた。それは、

スウェーデンで見た方法と類似の使い方をし

ていて、かつては日本でもやっていたんだと思

った。こういう技術を見て学びつつ、日本伝統

のグリーンウッドワークを発掘しながら、活動

につなげていきたいと思っている。 

■世界の木工 

私もスウェーデンで、日本の「木地師」の歴

史の話をしてきた。木地師は、皇族から国境（藩）

を越えて自由に移動してよいという免状を与

えられているという伝説があって、山から山を

移り住んで、手でロクロを回転させながら器を

作り、それを里で売ってお金に変えていた人た

ち。最後の木地師が、昭和 10 年ぐらいまで活

動していて、昭和 40 年代に、その仕事の様子

が再現された記録ビデオがある。ブナの木を斧

一本で倒すところから、お椀の形をくりぬいて

作ったり。伐ったブナの切り株には梢を指す。

テアリフェストで、この映像を見せた後、伐採

した後に切り株に枝を挿すのがスウェーデン

で流行っているらしい(笑)。 

主催者のヨゲさんは、リズム andスロイドと

いう１時間ぐらいのロックのパフォーマンス

をした（映像／ロックライブのようなステージ

で木工）。これは、工芸は手元の作業が多くて、

学校等で何百人もいる人に見せてあげられな

いので取り組むようになったパフォーマンス。 

スウェーデンの GWW を楽しんでいる人たち

は、スプーンづくりに広葉樹の散孔材（一つの

年輪層内に道管が散らばっている）を使う。ナ

ラやアッシュのような環孔材（大きな導管が年

輪に沿って並ぶ）は使わない。緻密な材料を選

んだ方がスプーンにはいい。果樹はリンゴや桃

の木などは緻密で硬い。ヤマナラシ(ポプラ)、

カバ、針葉樹ではトウヒ、マツなどは、一般に

柔らかいので、そういうので大きな器を作る。 

GWW では、生の木の確保が課題になる。スウ

ェーデンでは万人権（万人に森へ入ることを許

す制度）があるので果実、キノコは自由にとっ

ていいが、木を伐るのはだめ。GWWを楽しむ人

でも森林所有者に許可を得て伐る。役場の公園

管理課に連絡して剪定した木をもらう場合な

どは、子供に教えるんですと言うとくれたりす

る。そうやって材料を確保して楽しんでいる。 

 

会場からの質問に答えて  進行：志賀壮史 
 

志賀：質問がたくさん来ています。まず、九州

で多い木は何かに使えますか？ 

久津輪：九州で多い、シイ、ツバキ、アラカシ、

竹は削ったことがあります。シイはそんなに固

い木ではないので削れると思います。ツバキは

硬い。常緑樹は一般にじっくり育つので硬い印

象があります。竹は、真竹が一番使われます。

西欧では（竹がないので）できないが、竹は日

本の立派なグリーンウッドワークです。 

志賀：道具はどこで買えますか 

久津輪：刃物は、アメリカとかイギリスのもの

を輸入しています。グリーンウッドワーク協会

等が 銑
せ ん

を輸入して販売しています。福岡にも

農機具を作っていた鍛冶屋さんがいると思う

ので、地元用の刃物を注文して作ってもらうの

もいいんじゃないかな。 

志賀：外国と研ぎ方が違ったりしますか？ 

久津輪：研ぎ方は基本的には変わらないです。

愛知県常滑市で作っているキング砥石は、世界

標準。スウェーデンのトルメック社は、丸い砥

石をゆっくり回転させながらアタッチメント

を付けて一定の度合いでとまるデジタルで合
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わせられるものを作っています。 

志賀：日本と海外の木工アーティストの感覚は

違うと感じましたか？ 

久津輪：色彩の感覚は、スウェーデンの伝統的

な工芸は彩色豊か。日本は白木の文化というが、

奈良平安の仏教美術は極彩色。歴史を見ると日

本でも色を楽しんでいたんじゃないかな。 

志賀：生木は、曲がったり割れたりしない？ 

久津輪：木は基本的に、中心から放射状に割れ

が入る。横に伸び縮みする量と縦に伸び縮みす

る量が違うから。半分に割ったり、真ん中をく

りぬくとか中心を残さないようにすれば割れ

が入ることはほぼないです。 

参加者： GWW が盛んな所では、地元の建築材を

使うというような相関関係はありますか？  

久津輪：今まで GWWで交流があるのはアメリカ、

イギリス、スウェーデンだが、行く先々で家に

は木が使われているという印象。人工の素材を

なるべく使わないで町を作ろうという意識が

少なくとも日本よりは高かったと思う。自然災

害や気候的な背景があるかもしれないが。 

参加者：スギ、ヒノキは、温度調整などの面な

ど日本の気候には非常に適していると思う。私

は、川船を作ったりするが、スギを使っている。

衝撃にも強い。もっと大事にして、日本の風土

にかなった材料として普及していただきたい。 

久津輪：海外がずっと伝統を守ってきたわけで

はなく、現代化の波は日本に限らずあります。

歴史を見つめて大切にしようという動きと GWW

の動きは結びついているように思います。 

志賀：森林アカデミー卒業生の進路は、GWWは

職業になっている？ 

久津輪：GWWの有名な作家さんたちは作品や著

書を販売したり、講座をしたりしています。半

木工、半Ｘみたいな形の人も多いです。今はも

のを所有するよりも、体験したいというニーズ

が増えているので、教えるという需要が多くな

ってきていて、つなぐ人が必要だと思っていま

す。スウェーデンには、工芸コンサルタントと

いう職種があって、公的施設等に工芸を活かし

ませんか、と提言をして作り手と行政をつなぐ

仕事です。今、日本の和傘職人は 10 人ぐらい

で瀕死の状態です。行政と職人さんたちをつな

いでいくようなプロが必要だと思います。

 

参加者の感想（一部抜粋） 

 

・ スウェーデンはじめ欧米の実際のグリーンウッドワークを取り巻く環境が、映像を交えて 

臨場的に知ることが出来て、とても刺激になりました。 

・ 本当に面白かった。もう少し自由にもっと身近なものとして、林業や木工のことなどを人と結

び付けていきたい。その取組に向けたヒントを頂いた気がします。 

・ グリーンウッドワークって、思ったより、工芸(芸術・美術)なんだと驚きました。 

・ グリーンウッドワークと森林、人とのつながりについてもう少し踏み込んだディスカッション

ができればと感じました。木工品を手に取る時、消費者はその価格帯と価値に少なからずジレ

ンマを感じていると思うので、、 

・ 継続して GWWを望んでいます。 

・ こどもたちを対象に森の自然学校でキャンプしながら創る・工作の楽しさを県産の樹木で伐採

→製材→GWW→生活で利用～工程・利用の価値を体験する。 
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グリーンウッドワークの主要な道具である「削り馬（シェービングホース）」を作るワークショップ。 

森づくりや木育などの活動をされている皆さんが、ＭＹ削り馬を作りたいと参加してくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ↑ノミとノコギリを使って、 

三角形に材をかき取る作業 

 

会場は九州大学芸術工学研究院の工作工房を 

お借りしました。 

素晴らしい設備・環境・道具類に恵まれました。 

特別ワークショップ『削り馬の組み立てと木ウソづくり』  

講  師：久津輪  雅  氏  （岐阜県立森林文化アカデミー准教授）  

 

 

↑サンドペーパーを使っ

て、材の面取り作業 

 

使っている材は、 

福岡県産のヒノキ材！ 

うきは市の堤木材さんに 

挽いていただきました。 
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 ↑ 
ドライバーを使って金具
を取り付け 
 
←組み立てて完成 
 
16台の削り馬を並べて 
木ウソづくり 

 

 Special Thanks 
大久保諭さん（九州大学朝廣
研究室） 
技術指導の関内潔さん、小崎
尚美さん、久津輪勝男さん 
九州大学芸術工学研究院工作
工房の技官の皆様 
準備段階より大変お世話にな
りました！ 
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＜オープニングトーク：朝廣和夫氏＞  

イギリスのフットパスは right of way（通

行権）として認められている。これは昔から、

一般の人たちの通路として使用してきた農道

的な場所だった。ところが、18世紀の産業革命

のときに、囲い込み運動が起きて、農家の通行

を禁じてしまった。昔から使用していた農道を

歩く権利を求める国民の活動が始まった。この

運動は、大土地所有者による通行規制の阻止に

成功し、1949 年に国立公園と田園アクセス法

の制定が行われた。私有地でも農地や森林にア

クセスしていいですよという法律である。 

いくつか写真を紹介する（以下の＜＞内は写

真紹介）。＜森の中や農地などに、パブリック

フットパスがあることが地図に描かれている。

湖水地方では、町の中にもフットパスが張り巡

らされている。街並みとして、壁の色、瓦の色

がコントロールされ

ている。牧草地では、

羊の数が制限され、

草原景観を保全して

いる。ピーターラビ

ットが出てきそうな

ブナの森にも自由に

入ることができる。

こうした絵画のような景観（ピクチャレスク）

が大切にされている。ベンチには名前が書かれ

ていて、美しい景観を次の世代に伝えるという

寄贈活動もある。＞ 

イギリスでは、農村などへのアクセスを開い

て、いろんな人にフットパスを使ってもらいな

がら地域を振興していこうという取り組みが

なされている。 

 

＜濱田 孝正 氏（美里フットパス協会 事務局長）＞ 

■フットパスは「歩く人を歓迎する」取り組み  

地域で何かをやろうと思ったら、マラソン大

会、ウォーキング大会等、イベントをやっちゃ

う。イベントは、日にちが決まっているし、受

け入れ側にとっては、予算も手間もかかる。一

方、フットパスは、コースがあれば、歩きたい

人がウェブサイトからマップを入手して、今日

は天気がいいから歩きに行こうかなと自由に

できる。 

イギリスでは、フットパスは国民文化。政党

も歩く権利を保障しないと支持されない。

160km ぐらいあるナショナルトレイルは、九州

自然歩道のように

国が管理している。

マップだけではな

く、歩く人が、ここ

を歩くと面白いよ

という提案を掲載

している雑誌もあ

る 。 Walkers are 

welcomed town（＝歩

く人達歓迎の町）と歩く人たちを歓迎する町も

ある。町をうろうろしていたらおじいちゃんが

第２回講座『歩いて感じるフットパス‐森と里と人と‐』  

講  師：井澤るり子  氏  （美里フットパス協会  副会長）  

濱田  孝正  氏（美里フットパス協会  事務局長）  

オープニングトーク：朝廣和夫氏  （九州大学芸術工学院准教授）  

 

 

 

http://lclab.blog108.fc2.com/
http://misatofp.jimdo.com/
http://misatofp.jimdo.com/
http://misatofp.jimdo.com/
http://lclab.blog108.fc2.com/
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「私はこんなに歩いたんだよ」と声をかけてく

る。レストランには「歩く人歓迎」のステッカ

ーが貼ってある。そうすると道を聞いたりでき、

町のみんなが歓迎してくれるという取り組み

になる。美里でも、walkers are welcomed town

の考え方でやってきていたんだなと思った。イ

ギリスは歩く権利としてフットパスを確立し

て来たが、日本では、歩きに来てくださいと誘

ってフットパスを作ってきた。 

 

＜井澤るり子  氏  （美里フットパス協会  副会長）＞  

■ありのままで作らない壊さない 

「フットパスって何ね」ってよく聞かれる。

その時は、「台本のないままで勝手にやってい

る『家族に乾杯』とか、『ブラタモリ』とか、『ダ

ーツの旅』みたいな、ハプニング的なこともあ

る歩き方です」と説明している。 

美里フットパス協会では、いま 15 コースあ

り、年間 15 回のイベントがある。少ない時に

は６人、多いと定員 30人まで来る。去年は 315

名だった。その他、自由に歩かれる方が多数い

る。美里町は二つの町が合併したが、今は、月

に 14 人ずつ人口が減っていっている。目的を

決めないとぶれるので、私たちは「交流人口を

増やそう、そのためにフットパスをやる」と決

めた。始めた頃は、フットパスの意味の説明か

らした。美里は車社会なので、フットパスを始

めた頃、歩いていると地域の人たちに「車が故

障したっつかい？」「パンクしたっつかい？」

と聞かれた。 

ありのままの風景で、ありのままで作らない、

壊さないという考えでやってきた。これは、経

費をかけなくて済むすのですごく助かった。地

域の人たちの生活の場にコースを作っていく

ので、「歩かせていただく」、「歩いていいよ」

という良好な関係で成り立っている。地域の人

たちが区役で草刈りをするところをコースに

作ったところ、地域の方から「ため池のところ 

もコースに入れて」と言われた。でも、「コース

に入れると草切せんといかんからいいです」と

言ったら、「草切は自分たちでするから」と地

元の方から言われた。美里は山があり、緑が豊 

 
かな所だけれど、

フットパスづく

りで歩いてみた

ら、水がすごく豊

かで、地域の方

たちが大事にし

ていることに気

づいた。過疎で

寂 れ て い た 所

に、いい道が残っていた。地域の人たちに何か

をしてくださいとは言わなかったし、私たちが

草刈をしたりはしない。適度な距離感が成功し

ているところかなと思う。 

■地域に入っていいというサイン 

参加者に感想を書いてもらったら、「高速道

路から見る田舎の風景に入りたいけど、外部の

人を拒絶するように感じる。フットパスは外部

の人がここまで入ってきてもいいですよと呼

びかけてくれる大変ありがたい取り組みです」

ということだった。行きたいんだけど、行って

いいのかわからないので行かなかっただけ。フ

ットパスは来てもいいよ、という分かりやすい

サイン。単純なこと。 

大事なのは魅力的なフットパスコース。それ

は、どこにでもできるかというと、また違う。

歩いて道を探す、センスのある人が探す。ハイ

ライトは後半に、関わる人を多く。ガイドは道

案内でいい。 

よくフットパスを作りたいという地域が、お

宝探しをして、その場所をコースで結んでしま

http://misatofp.jimdo.com/
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う。だったら歩かなくてもいいじゃないとなる。

会話をしながら歩けるコース、地域を魅力的に

見ることのできるコースがいい。美里で短いの

は３km、長いのは８km。８km コースだと、初め

は道草をしながら、最後は急いでとなってしまう

ので、長すぎるとお客さんからは言われた。マッ

プの中に立ち寄りポイントを作る。ガイドさん

は、100%説明しないで、腹８分目ぐらいで、他

の季節のいいところなども話して、また来ても

らうようにする。コースの目印は２色のリボン。

リボンは庭先とか通路とかにぶら下げている。

看板もリボンも地域の人に関わってほしいの

で、一声かけてから立てている。 

■一番人気は軽トラカフェ 

商工会と一緒にフットパス弁当を作った。も

ともと、神社のお祭りでみんなで料理して食べ

ていたものをそのままお弁当にした。 

軽トラカフェが一番人気。歩きながら材料を

集めて作るリースづくりなどもやったり、夕日

がきれいな所で、夕方にイベントをしたり。経

済効果はすぐには表れない。地域の人たちが、

経済効果が出たと言えればそれでいい。 

フットパスで一番心配されるのは、不審者が

歩きに来るんじゃないかということ。地元の方

には不審者の見極めをしてもらっている。「フ

ットパスですか」、「どこから来ましたか」と声

をかけてもらう。 

セルフウォーキングで人が来るので、地域が

元気になる。受け身ではない楽しみ方。「自分

の足で歩き、自分の目で見て、自分の心で味わ

う」という人たちが増えてきている。 
 

会場からの質問に答えて  進行：志賀壮史 

志賀：まず、なぜこういうことをやろうと思っ

たのか？という質問から。 

濱田：私は、ずっと生まれも育ちも美里町で、も

ともと自然学校というのをやっていました。美

里をどうにかしたいと、イベント型でやってい

たのですが、なにか日常でできないかなと考え

ていて、フットパスをやり始めました。 

井沢：美里フットパス協会はファンクラブのよ

うな役割です。うちではボランティアというの

はあり得ない。地元の人にもお金をもらうこと

に慣れてほしい。いらないという人には、あな

たがもらわないと、次の人ももらえないと言っ

ています。 

濱田：ガイド料は、1コース５千円いただいて

います。時間を拘束することへの対価だと考え

ています。 

志賀：フットパスに来られるのは、どこからの

方が多いですか？ 

井沢：熊本都市圏が多く、遠いと久留米とか。

以前、山登りをしていたけど、自信がなくなっ 

たのでフットパスという方もいます。若い二人 

がセルフで歩かれているのもよく見ます。 

志賀：地域の理解についての質問も。 

井沢：私たちがフットパスを進めたとき、地域

の代表者が集まる会合に行って説明をしまし

た。チラシは全戸配布しました。 

濱田：コースを作っていて、家の前とか裏を通

ることもありますが、一軒一軒家主に確認して

回ったんですが、洗濯物があるから遠慮してほ

しいということはあったが、大きなトラブルは
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ないです。 

井沢：よく言われたのは「歩くとならよかたい」

と。車だと断られたかも。落ちているものは拾

っていいけど、なっている作物は取らない。敷

地の中は不法侵入。駐車場とトイレを整備しな

いとできないと思っている方もいます。ない場

所では済ませてきてくださいと言っています。

農家の外トイレを貸していただいたりもしま

す。 

志賀：軽トラカフェとか立ち寄りポイントって

どんなもの？ 

井沢：立ち寄りポイントは、すごく見晴らしは

いいんだけど坂道過ぎるところや、コースから

離れすぎるところ。名所史跡など地域の人が見

てほしいと思っているけれども、距離が長くな

ってしまいそうな場所。 

濱田：あくまで主役は道ということです。 

井沢：軽トラカフェは、ただ、軽トラに並べた

だけなんです。ゴザを敷いて、普通の饅頭とか

を置いているだけ。 

濱田：地域の人がお茶飲んでいきなさいという

強制的なカフェもあります。人が来ると嬉しい

ので。 

井沢：「町の人はわざわざ歩きに来たとね」と、

それがうれしいんです。今までは親戚しか来な

かった所に、北海道からも来たと口コミで広が

りました。 

濱田：わーっと人が来ると思ってはダメです。 

井沢：ある旅行会社が 800人連れてきたいと言

ってきました。コースに分かれたとしても、100

人、200人が生活空間を歩いたら、地元の方に

は負担です。 

濱田：若いカップルが歩いていたらキュウリを

もらったそうです。そういうのは 100 人来たら

できない。 

志賀：最後に、地域の人が少なくなったとき、

景観はどう保っていくのかという質問があり

ます。 

井沢：長い時間保つのは難しいかもしれないけ

ど。ある学生は、おばあちゃんから、「もう今年

で田んぼを作るのを止めようと思っていたけ

どあんたたちが来るならもう２～３年がんば

ろうかね」と言われたそうです。 

 

参加者の感想（一部抜粋） 

 

・ フットパスは初めて聞きました。昔の日本の風景は好きなので、一度歩いてみたいと思い

ます。付せんで色々質問できてよかったです。 

・ 地域おこし、地域づくりのイベントは各地でたくさん行われていますが、イベントのよう

に会期や準備にしばられない、フリーなシステムで行われているフットパスにとても魅力

を感じ、美里に行きたくなりました。参加の仕方や回り方、行くタイミングなど、歩く人

の自由度が高いので、何度も訪れたいと思うシステムだと思いました。 

・ 地域との交流が新しい「いなか」つくりとなる。双方向で better 

・ あいさつする、はしょらず説明するという普通のことはいつでもどこでも大切と思った。 

・ 「歩きに来た人と地域の人が遠い親戚になる」いい言葉だと思った。 

・ のどかな風景を歩きたいと思っていたら「フットパス」が自分に一番あっているように思

いました。(四国のお遍路などは、気が重すぎるので) 

・ 大変おもしろかったです。歩いてみたくなりました。講師の方がどのようにして取り組ん

でこられたかよくわかりました。 
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■江戸時代の山林 

江戸時代から戦後にかけての森林管理の歴史

から、福岡県の森林の未来像を皆さんと一緒に考

えたい。ただし、未来像の答えは人それぞれで、

共通項を探すには非常に困難な上、それが正しい

とは限らないと考えておく必要がある。 

江戸時代、久留米藩では、藩の山を 御建山
お た て や ま

、

生出山
はえだしやま

、御囲山
おかこいやま

と言っていた。久留米藩の殿様

は伐採に関して、あまりみだりに伐採してはいか

んよ、犯せば山を仕立てなければならないといよ

うなことを、とても丁寧な言葉で言っている。

村々で造林をすると１／３はあげますよ、２／３

は藩のものですよ、丸太の一番玉（根元の太い部

分）は藩のものであること等が決められていた。 

黒田藩では３代藩主の黒田光之の時代に、先代

からの借金が膨らみ、返済のために木を伐ること

になった。1678年に村の村持山を 10～15 年した

ら返すと言って、全部没収してしまった。でも、

実際は江戸時代が終わるまで返してない。そのた

め、福岡では個人の山はほとんどないという状況

が続いた。柳川藩もそれをマネして没収した。 

久留米藩は不法に山を伐ったりすると、手斧な

どを全部没収して植林をさせた。１ha に 343 本

の苗を植えさせた。 

江戸時代は、所詮は殿様の考え一つで変わるよ

うな状態で、結果として山は総じて、青々として

いたが、庶民にとっては利用しがたい山だった。 

■明治時代以降の山林 

明治時代は、新政府によって、原始産業であっ

た林業は見放されていった。山を顧みることがな

くなり、民は解き放たれて木をどんどん伐採する

ようになった。木を伐っても植えない。明治に入

って昭和 23 年までどんどん木がなくなっている。

第２次世界大戦の時には、かなり植えているが、

それ以上に伐採し

ている。 

地租改正（明治

６年の租税制度改

革。日本にはじめ

て土地に対する私

的所有権が確立）

には、地租を払い

なさいと書いてあ

る。明治の終わり

には、国有林と民有林の区別がほぼ終わった。 

明治 22 年までは日本の経済を支えていたのは

地租。農業をしていた人が財政の70％を補った。

明治時代の中頃の記録には、「斧の入らざる山は

なき」とある。明治 36 年頃には、添田も奥地ま

で道が通り、八女では星野村の中心地、矢部村で

は今の支所ぐらいまで道ができていた。運搬が可

能になるとますます木を伐って、伐ってもほとん

ど植えなかった。 

山国川では、丸太を短材に切ってバラで川に流

して運んだ。伐ったばかりの木は、水に沈むため、

輪掛けと称して山に置いておいて乾燥させてお

いて、紐を切ったら一気に流れ込むようにした。

遠賀川は江戸の中期に石炭を運ぶ船が川の往来

の権利を持っていて、筏で木を流した記録がない。

筑後川は筏で流していた。矢部川も明治 36 年ま

で流していた記録がある。柳川藩と久留米藩は江

戸時代から仲が悪かったので、久留米藩は矢部川

が柳川藩の領地になると、そこで筏を陸に上げて

いた。明治 22 年から鉄道ができて、林業が基幹

産業になり、山に木を植えては、すぐに売ってし

まう短期換金策造林になった。山の茶畑も杉山に

変わっていった。郡道が整備されて、山はさらに

荒れてしまった。日清戦争の頃は、ものすごい勢

第３回講座  『福岡の森林林業の歴史』   

講 師： 福島敏彦氏  （福岡県林業技術者連絡会会長）  

 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%8E%E6%B2%BB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%8E%E6%B2%BB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A7%9F%E7%A8%8E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A7%81%E7%9A%84%E6%89%80%E6%9C%89%E6%A8%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A7%81%E7%9A%84%E6%89%80%E6%9C%89%E6%A8%A9
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いで木材価格が上がったので乱伐が続いた。 

明治 31 年、木を伐り出して再造林するまでの

コストは、木材価格の 90 数％、山林所有者は約

６％の儲けしかない。当時、ヒノキとスギの値段

を比較すると、大体ヒノキはスギの２割程度。ヒ

ノキがスギより非常に高い価格になったのは、昭

和 30 年代の中ごろ。ヒノキは一般の大工さんに

認められている材料ではなかった。プレカット技

術が発達するきっかけを作ったのは日露戦争。港

から持ってきた木材などですぐに陣営を作らな

いといけなかったから。 

■戦中戦後の林業 

戦争に入ると、木が成長するまでの間、木の下

に稲やこんにゃくなどを植える「木場作」が、八

女郡の方で発達した。平成 23 年の大合併時の矢

部村の人口は 1320 人（H27 年）だが、戦争後は

6000人いた。昭和 18 年になると強制伐採で木を

伐らないといけなくなり、昭和 19 年には、市価

の１／４の価格で伐らされている。日本中で一番

厳しい伐採に合ったのが、北海道と福岡県。当時

の写真が残っているが、昭和 20 年戦争が終わっ

たとき、福岡県の山はほとんど禿山。この頃は、

伐採面積に対して 20 数％しか再造林していない。 

戦後、農地改革があった後は、日本人はあまり

植林をしていなかった。昭和 23 年に GHQ が、林

野開放をしませんと発表した次の日から一生懸

命に植えている。福岡県の植栽率は全国２番目。

三池、田川、北九、福岡と炭鉱があって、坑木林

業が盛んだった。地力（土地の栄養）が高いとこ

ろから植えてきたが、福岡と佐賀県は地力が低い

ところも植えていた。人工林率が高い理由は坑木

林業が盛んだったからではないかと考えている。 

広川は日田に次ぐ下駄の産地で年間３万５千

足作った。久留米にゴム製品が入り、昭和 30 年

頃をピークに衰退した。福岡県はヤブクグリ（ス

ギの品種、根曲がり多い）をあまり植えていない

ので下駄にこだわらないでよかった。日田は曲が

った木を利用しないと生きていけなかったので

下駄生産が盛んだった。 

１ドル 360円から昭和 54年に 233円になった。

外国の木が４割安く買えるようになったという

こと。昭和 45 年ぐらいから電柱材の生産が急速

に伸びてきた。 

昭和 48 年になると建築材の部材化が始まった。

在来工法だと 360部材だったが、大手ディベロッ

パーでは 150～250 部材になった。昭和 51 年に

は、さらに部材化が進み、約 55 の部材でできる

家づくりとしてハウス 55 が生まれた。都市住民

の水の確保が重要との認識から、昭和 49 には、

福岡県の水源林が昭和 33 年の約３倍に増えてき

た。国産材と外材の価格を比較すると、スギ材と

米ツガ材では、平成９年頃には、国産のスギ材の

方が米ツガ材よりも高くなる逆転が生じた。 

今回は、国内材を中心にお話ししましたが外材

業界がどういうことを計画してやってきたのか

ということも学ぶ必要があります。 

※福島先生の著書「福岡県林業誌」は、北九州、
福岡、久留米、八女付近の図書館や九州大学の
図書館にあります。

 

会場からの質問に答えて  進行：志賀壮史 
 

志賀：江戸以降数百年の歴史を 1時間以内でとい

う主催者側から無理なお願いをしましたが、本 1

冊にあたるようなお話をしていただきました。会

場からも質問がいろいろ来ています。まずは、江

戸時代の苗木生産、300 本植えの施業について。 

福島：福岡藩は実植え奉行がいて、種を取って苗

木を作って一般の人に植えさせていた。八女郡で

は挿し木の苗だった。そのため、筑後川を中心に

北側は実生の木、南は挿し木が多い。 

志賀：公有林が民有林になった経緯は？ 

福島：明治になって、藩の山は国有林になったが、

全国で４つの殿様、佐賀の鍋島、小笠原などが山

を新政府から返してもらっている。また、明治 28

年から、村持山、持ち山、預かり山は主張したら
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返してあげますということになった。 

日本の山は焼き畑から出発しているから、焼き

畑の３～５反ぐらいが、ひと単位の所有面積にな

り、小面積のため伐採等のコストが高くなる。海

外は日本の約１／３の値段の伐出コスト。１人１

日、日本の場合には 4.7㎥の生産量だが、外国で

は 47～53㎥。10 倍近く違う。これから日本の林

業もトラックや大型機械を入れて、間もなく主伐

で６～７㎥になるでしょう。 

志賀：これからの山の将来について伺います。 

福島：現在、福岡県の人工林の林齢の平均は 57年

ぐらい。水源林が多いので、他県よりも間伐をし

てきている。福岡県の平均地力でいうと、40年生

で樹高 16m を超えるところでは 900～1000 本／

ha になっていれば間伐の必要はない。私の考え

てとしては福岡県の人工林は、2000ha／年を超え

て伐採をすると山が荒れる。それより少ない伐採

だと、林業者や製材所で働く人が少なくなる。限

りなく 2000ha に近いところでくり返し伐採して

ほしい。アメリカの場合は個人が数万haの

山を所有している。日本の場合は、小さな

面積の山で施業をするのでコストが高い。

苗木代も搬出代も高い。大面積の伐採権を

１か所にまとめないといけない。 

志賀：福岡県の森林を守るには何人必要で

すか？ 

福島：2000ha の山を伐って育ててというのを考

えると、今の４～５倍の人が必要じゃないか。 

志賀：広葉樹についてどうお考えですか？ 

福島 広葉樹の水源涵養機能はすごい。だが、昭

和 23 年の山は丸裸だったが、そういうところに

広葉樹を植えたからといってすぐ水源涵養機能

が高くなるわけではない。今生えている広葉樹は

やせ地に生えているので、スギやヒノキの方が水

源涵養機能は高い（良いところに植えている）。 

広葉樹の苗は 300～2000円（スギは 94円）。１

haに 3000本植えて、400年間育てると、銀行の

利子（3分 5厘）と森林組合の手数料を入れると

84.6 兆円のコストが必要。裸地は簡単には広葉

樹の山にはならない。試験で皆伐に近い間伐をし

た後、そこに立派な草が生えてくるとイメージし

ていたが、禿山になっていた。鹿のいい餌場にな

っていた。木を植える山も植えない山も管理をし

ないと育たないということ。安易に広葉樹の山を

増やしましょうというのは納得しかねる。

   

参加者の感想（一部抜粋） 

・ なかなか聞く機会のない林業の話は大変興味深いものでした。今後も機会をつくってください。 

・ ふだん林業の歴史についてこんなに細かく話を聞くことはないのですごく勉強になりました。 

・ 広葉樹の考え方について参考になった。 

・ すごい。良くも調べたなー 

・ 時間チョットで内容多しで、もっと時間がほしかった。 
・ 講師の知識の豊富さに感心しました。 
・ 先生のお話の中に出てきた専門用語もほとんど知らない昭和中盤生まれです。林業がここまで衰

退させられ、ほとんどその業は話題にものぼらない。もっと学ばないと恥ずかしいですね。質問タ

イムが面白かったです。 

・ 福岡の森林相手の仕事をしているため、とても参考になりました。 
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＜ミーティング（2016/12/14）で出された意見のとりまとめ＞ 

◆第１回講座＋ワークショップに関して 

・最近のクラフトの動向をキャッチアップする機会となった。 

・伝統工芸の木の利用、森の利用を見直すきっかけになった。 

・２年続けて参加された方がいた。今後も、このテーマを継続して行いたい。 

・福岡県内に削り馬が 20台くらい配備されたことになり、九州に増えて良かった。 

・ワークショップ参加者が宮崎、糸島で、削り馬がイベントで活用されている。 

・youtubeに、削り馬を使ったグリーンウッドワークの様子が紹介されている。 

・入門者向けに削り馬で制作できる物を探したい。 

・カラスザンショウなど、樹種別の活用法を探したい。 

・削り馬を作るだけにとどまらず、森林ボランティア活動と連携させることが大事。 

・「馬は元気ですか？」と近況を尋ねるなど、その後の削り馬の活用状況を知りたい。 

・Facebookにグリーンウッドワークのグループを作り、九州内の情報交換の場としてはどうか。 

・削り馬に焼き印を押すべきだった。 

・ワークショップの段取りについて、事前にもっと確認するべきだった。 

・大久保諭さん（九州大学朝廣研究室）には、多大なご尽力をいただいた。感謝。 

 

◆第２回講座に関して 

・井澤さんのお話には説得力あった。 

・事業としてどう運営しているのかを具体的に聞くことができた。 

・地元の農家さんが自ら考えて実践されていることがわかり、稀有な存在だと思った。 

・写真が多く、イメージがわきやすくてよかった。 

・森の新たな価値を生み出す方法として、カーボンオフセットや森林セラピーがあるが、それら 

は認証や初期投資が必要。フットパスは森のある風景を事業化するという、敷居が低い仕組み 

で、美里町では、うまくいっているという印象を受けた。 

・講座の参加は、自治体職員の方や学生が多かった。また、連続講座に初めて参加された方も多 

かった。 

 

◆第３回講座に関して 

・難しいところもあったが素晴らしい内容だった。歴史の大切さが、よく伝わった。 

・専門用語や地域の名称が多く、情報量が多いことから、ビギナーには大変だったと思う。 

・テーマを絞って、ご講義をお願いした方がわかりやすかったかも。 

・タイトル名「福岡県の森林・林業の歴史」は、もう少しやわらかい表現の方がよかったかも。 

・今回は、歴史に重点が置かれた話だったが、これからの将来について関心がある人が多かった 

かもしれない。 

・スライドを使用せずに、対談・インタビュー形式で進行するスタイルでもやってみたい。 

事業の振り返り 
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各講座の企画担当者から 
 

各回の講座を企画したメンバーそれぞれより、各企画への思いを語ってもらいました。 

また、講座内容をさらに深めたい方へ向けて、書籍等の情報をご紹介いたします。 

 

 

＜第１回講座『グリーンウッドワークの今・日本とスウェーデン』 

特別ワークショップ「削り馬の組み立てと木ウソづくり体験」 担当者から＞ 

 

昨年度（平成 27年 11月）にグリーンウッドワークの講座と削り馬（Shaving horse）の体験を実施

して１年。今年は、岐阜県立森林文化アカデミーの久津輪雅先生をお招きし、削り馬づくりと講演会を

行うことができました。 

 

福岡県で市民参加の森づくりを普及させるためにはどうすれば良いか。約 10年前、英国を訪れたと

き、Small Wood Association (http://smallwoods.org.uk/)なる団体の存在を知りました。森林の所

有者、作業員、支援者の団体ですが、人々が働き、野生生物と共に、持続的な森づくりと木材生産を行

う国の組織です。「小さな森を所有する」。もちろん、日本の森林の土地所有はそういった方が多いので

すが、私のように森林を所有しない都市住民にとって、とても魅力的に響きました。将来、小さな森を

所有し、薪ストーブの薪ぐらい自分で調達し、芽生えてきた雑木を活用し、グリーンウッドワークを楽

しめればいいではないか。そのような豊かさは、英国だけでなく、きっと日本でも普及すると思いま

す。 

 

それを実現するには、まず、削り馬を九州・福岡に 20台作成しよう。仲間を増やそう。それが、今

年の目標でした。実現には、九州大学芸術工学研究院の工作工房を利用し、技官の方々のご指導、大学

院生の大久保君の下準備活動に多くを頼りました。事前ワークショップと当日の運営には、木工家の

久津輪氏、関内氏、そして、うきは市地域おこし協力隊の小崎さんには、技術指導を含め、お世話にな

りました。事業の実現に関係していただいた皆様方に御礼申し上げます。今後は、削り馬の活動が、森

づくりと繋がることが大切だと思います。 
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＜第２回講座『歩いて感じるフットパス 』担当者から＞ 

なぜか心を惹かれる風景ってあるなあ、と思います。水田が広がる平野の中にポコッと浮かぶ

鎮守の杜とか、路地を曲がったところにある道祖神とか、道に沿ってたっぷり水が流れる井手と

か。人それぞれの好きな風景やなつかしい風景があると思います。 

森林や里山、農山村の風景の多くは、それだけでガイドブックに載ったり、大勢の人が押し寄せ

てきたりするものではないかもしれません。けれど、なぜか心を惹かれたり、懐かしく思えたり

して大切に残していきたいもの。 

それらをポテポテ歩きながら、時には地元の人とおしゃべりしつつ、ゆっくり発見して楽しむ

のがフットパスなんだと思います。身近にある風景をいろんな人に楽しんでもらいたい時、こん

な風なゆっくりとしたやり方で広がっていくのは、なんだかよさそう。 

「聖地巡礼」や「パワースポットめぐり」的なまち歩きのやり方も悪くはないですが、フット

パスの歩き方って、もうちょっとゆるくて、その土地への感じ方もその人次第で、自由きままな

印象がします。そんなフットパスの取組みがジワジワ日本各地に広がりつつあるのがいいなあ、

と思います。 

 

＜第３回講座『福岡県の森林・林業の歴史』担当者から＞ 

 

いま目の前に見えている森林のほとんどは戦後の拡大造林によって植林された森林です。 

「たくさん植えたのに木材価格が下落していて、なかなか管理ができない。」 

「間伐をしないと森の中が真っ暗になって、土砂崩れや生き物たちへの悪影響がある。」 

こういった話は、森林ボランティアをやっていると必ず耳にする話でして、一般の方も新聞や

ニュースでもよく聞こえてくる常識ではないでしょうか？  

でも、それって本当？？ 

20 年以上前から同じ話を聞いているし、状況は変わっているのでは？？ 

そもそも戦後の拡大造林よりも昔、つまりは戦前や江戸時代の森林は荒廃したことなかった

の？？ 

過去の森林の様子を知ることで、いま森林がおかれている状況を客観的に見ることができ、将

来のあるべき姿をより具体的にイメージできるのではないか？こういう思いから、福岡県林業史

を取りまとめられた福島先生をお招きしての勉強会を企画しました。 

森林や林業は専門的な話が多いので、当日参加された方々の中には、難しく感じた方もいらっ

しゃったかと思います。それでもやはり、森林に囲まれた福岡、日本で暮らす以上、これは大切

な話で、継続して学び、考えていかなきゃなぁと思った一日でした。 
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※講座参加者にアンケートを実施しました。 

なお、講座内容に関するアンケート回答（感想）は、各回の報告ページに掲載しました。 
 
■ アンケート回答数 

  参加者数 アンケート回答数 アンケート回収率 

ワークショップ １６ １５ ９４％ 

第１回講座 ５７ ３４ ６０％ 

第２回講座 ４５ ３３ ７３％ 

第３回講座 ３６ ２４ ６７％ 

  １５４名 １０６名 ６９％ 

 
■ 当講座の情報入手先（重複回答有） 

情報入手先 ＷＳ 第１回 第２回 第３回 合計 

知人紹介  ６ ４ ４ １４ 

新聞・情報誌の記事  ２ ３  ５ 

メール案内 ２ ７ ９ ８ ２６ 

当会からのＤＭ  ２  １ ３ 

チラシ（トンカチ館、図書館、さいとぴあ 

九州大学） 
２ １ ２ １ ６ 

チラシ（所属団体から）  １ １ ２ ４ 

チラシ（入手先不明） ５ ２ １ ３ １１ 

当会ブログやインターネット   １ １ ２ 

Facebook ２ ７ ７ ３ １９ 

その他 ３ ７ ３ ５ １８ 

  １４ ３５ ３１ ２８ １０８ 

 

■質問：福岡県では平成 20 年度より森林環境税（個人負担：500 円／年、法人負担：資本金 

等に応じて）が導入されています。ご存じでしたか？ 
 

  

     
はい いいえ 

回答者数 
回答者数 割合 回答者数 割合 

ＷＳ ８ ５７％ ６ ４３％ １４ 

第１回 １５ ５０％ １５ ５０％ ３０ 

第２回 １８ ６２％ １１ ３８％ ２９ 

第３回 １９ １００％ ０ ０ １９ 

  ６０名 ６５％ ３２名 ３５％ ９２名 

アンケート結果 
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■ 質問：福岡県の森林環境税に対する、ご意見やご質問などがございましたらお聞かせください 

＜ワークショップ参加者＞ 

・ 使途が不明瞭なので市民にわかりやすくしてほしい。 

・ いい税金の使い道だと思います。 

・ より幅広い年代に、より面白さを追求したイベントの活用を。 

・ ３０年度以降も延長を希望します。 

・ 有効に活用していただきたい。 

・ もっと増えていいと思いました。 

・ 個人の森林所有者も使いやすくしてもらいたい。 

＜第 1 回参加者＞ 

・ 環境税がどのようにして徴収されているのか、間接的でわかりません。森林保全・環境保全に

活かされることを願い、永続する森林を期待します。 
・ 山が荒れています。人が山に入れるように人にやさしい山づくりを税金でしてもらうと嬉し

い・・ 
・ 広まっていないので、疑問をもたれる方が多いと思います。意義などもっと知らせる活動をし

ていくべきだと思います。 
・ 市町村の自由度をあげてください。 
・ 使用用途を現在のニーズに適応するものに対応すべき。 
・ よい取組だと思う。もっと幅広い活動に使えればと思う。 
・ 杉、ひのきのなくなってしまった山の手入れは利用できないのですか（森林環境税は使われな

いのでは）。 
・ もっと広報して知ってもらえたらな、と思います。 
・ スタッフの人件費も出たら良いのにと思います。 
・ よい。 
・ 環境税導入後も森林の荒廃は進んでいるように思います。目に見える税の使い方（幅広い事業

メニュー）が必要だと思います。 

＜第２回参加者＞ 

・ よいと思います。 

・ 趣旨がもっと普及すればいいと思います。 

・ 人を育てていって頂きたい。 

・ とてもよいとりくみだと思います。 

・ 今後も続けて林業も活性化させていただきたいと思っています。 

・ フットパスもタウンウォークも森林環境の範囲でとらえて欲しいと思います。 

・ 環境税をどういう風に使われているのか、もっと知りたいです。 

・ 森林の整備にきちんと使っていただければ・・と思います。 

・ 森林保全の為に使われるのは、もちろん賛成です。 

・ もっと使い道について広報してほしいなぁ。それは国・県の仕事？TV や新聞でしてほしい。

「県政だより」とか読まないので・・・ 

・ 森林は保全する現場の人材が必要です。若い人たちがすすんでしたくなる仕事に(森林整備)
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する為の人材育成に使うべきです。  

・ つかい道をもっと知らせてほしい 

＜第３回参加者＞ 

・ これからもつづけてください。 

・ 先日たまたま環境税で間伐したヒノキ林を通った。永い間、手入れもされず、混んだ林であ

り、30％の間伐では、被圧木のみで終わり、本来の間伐の役目をはたしてない。材積で 30％

で、本数率ではもっと伐るべきだ。 

・ 引き続き継続して欲しい。 

・ 県民の方にもっと広く PRしたほうが良い。知らない人がいるようです。 

・ 有効に活用してほしいと思います。 

・ ぜひ継続させてほしい。林業・森づくりの専門家を育てる「学校」をやってほしい。 

・ 税がどのように使われているのか、よく知らないので、調べます。 

・ 使途を広報して。 

 

■ チラシ ３，０００枚  
・送付先 過去の連続講座参加者・講師等、 県・国・市の関係部署、 

  新聞、テレビ、フリーペーパーへ掲載・取材依頼、県内保全団体 
・設 置 福岡市各市民センター、福岡市情報プラザ、アクロス福岡、福岡市総合図書館、 

福岡市動植物園、糸島市図書館、糸島市社会福祉協議会あごら、 
ファームパーク伊都国、その他県内公共施設、関係団体開催イベント 

■ インターネット 
 ・自然・森林に関するメーリングリストへの投稿  
 ・当会ブログ ふくおか森づくり日記 への掲載 
 ・アクロス福岡「福岡おでかけナビ」、福岡県 NPO・ボランティアセンター、 

福岡市 NPO・ボランティア交流センター等への情報登録 
 

◇新聞・情報誌の掲載実績 

掲載日 メディア 掲載講座 

28.9.16 読売新聞 第 1回講座＋グリーンウッドワーク WS 

28.9.22 毎日新聞 第 1回講座（グリーンウッドワーク） 

28.9.24 西日本新聞 第 1回講座＋グリーンウッドワーク WS 

28.9.29 西日本新聞夕刊 第 2回講座（フットパス） 

28.10.8 リビング福岡 第 1回講座（グリーンウッドワーク） 

28.10.13 朝日新聞 第 2回講座（フットパス） 

28.10.15 西日本新聞 第 2回講座（フットパス） 

28.11.9 西日本新聞 第 3回講座（福岡県の森林と林業の歴史） 

広報実績 
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これまでの連続講座 
 
＜2008年度＞ 
■名  称  連続講座 『森の守り人に会いに行く ～ふるさと・匠・めぐみ～』 

□シリーズ１：シンポジウム『木を使う人／ 木挽き棟梁が語る、森林（もり）の向こう側』 

10月 24日（金） 講師：杉岡 世邦
としくに

 氏 （木挽き棟梁・杉岡製材所 専務取締役） 

□シリーズ２：シンポジウム  『木を育てる人／ 時を超える森・林業の今・森を守る思い』

10月 30日（木）  

講師：池松 重孝 氏（熊本県指導林家）、田仲 一成 氏（児湯広域森林組合西米良支所作業班） 

□シリーズ３：現地ツアー  『ふるさとツアー／ 九州の林業・山の暮らし』     

11月 15日(土)   会場：矢部川上流部 

講師：中司 謙治 氏（矢部村長）、横溝 繁樹 氏（八女森林組合長）、西尾 聡司 氏（八女森林組

合）、小森 耕太 氏（山村塾）  

□シリーズ４：シンポジウム 『森を診る人／ 森の働き・私たちの暮らしとの結びつき』 

12月５日(金)  講師：蔵治 光一郎 氏（東京大学 愛知演習林 講師） 

＜2009年度＞ 
■名  称  連続講座 『森とまちをつなぐ人 ～私たちにできること～』 

□シリーズ１：シンポジウム   『森とつながる木のある暮らし』 

10月 14日（水）講 師：佐藤 和歌子さん（NPO法人 森林をつくろう理事長）、千代田 健一さ

ん（日本全国スギダラケ倶楽部 本部広報宣伝部長） 

□シリーズ２：シンポジウム  『カーボンオフセットって何だろう？』 

10月 28日（水） 講 師：水谷 伸吉さん（一般社団法人 モア・トゥリーズ  事務局長） 

□シリーズ３：現地ツアー『ふるさとツアー／林業のムラを訪ねる』  

11月 14日（土）  場 所：矢部川上流域（黒木町、矢部村）  

講 師：横溝 繁樹さん（八女森林組合長）、西尾 聡司さん（八女森林組合）、森山 貞子さん

（八女木材共販所）、木村 莢佳さん（ふくおか森林インストラクター会）、福島 敏彦さん（NPO

法人森林誌研究所）、小森 耕太さん（山村塾） 

□シリーズ４：シンポジウム『森を支えるムラ、ムラを支える暮らし』  

12月４日（金） 講 師：徳野 貞雄さん（熊本大学文学部 総合人間学科地域科学コース教授） 

＜2010年度＞ 
■名  称  連続講座 『森の声を聞く』 ～ふるさと・共存・山の暮らし～ 

□シリーズ１：シンポジウム  『山里の声を聞く』 

９月 28 日（火） 

講師：澁澤 寿一さん（NPO法人 樹木・環境ネットワーク協会理事長、NPO 法人 共存の森ネット

ワーク副理事長、山村再生支援センター副代表） 

□シリーズ２：シンポジウム  『野生動物と共存できるか？』 

10月 15日（金） 講師：高槻 成紀さん（麻布大学獣医学部 動物応用科学科教授） 

□シリーズ３：シンポジウム＋ワークショップ『日本の森、九州の森の声を聞く～森の持つ力～』  

11 月３日（水・祝） 講師：浜田久美子さん（作家）、栗屋克範さん（熊本県指導林家） 

＜2011年度＞ 
■名  称  連続講座 『森とツナガル暮らし』 ～きのう・きょう・あした～ 

□シリーズ１： シンポジウム 『若者の力をいかに引き出すか？』 
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～若者の共同生活を通じた環境保全と、ひきこもり支援、震災復興支援への応用～ 

10月 12日（水） 

講師：塚本竜也さん（NPO 法人トチギ環境未来基地理事長／NPO法人 NICE副代表／他） 

□シリーズ２：トーク＆スライドショウ 『子どもと森へ出かけてみれば』 

11 月９日（水） 講師：小西 貴士さん（キープ自然学校） 

□シリーズ３：シンポジウム 『ふくおかの森と私たちのくらし』 

11 月９日（水） 講師：佐藤 宣子さん（九州大学大学院農学研究院 教授） 

□シリーズ４：現地ツアー 『森林環境税の山を見に行く』 

11月 19日（土） 講師：関 秀次さん、佐々木 敏治さん、松山 英二さん（福岡市森林組合）、

高田 克實さん（福岡県指導林家）、木村莢佳さん（福岡県林業技術者連絡会） 

＜2012年度＞ 
■名  称  連続講座 『森を守る人たち』 ～杣人・行政・ＮＰＯ～ 

□シリーズ１： 現地ツアー 『森と林業、そして杣人に会いに行く』 

10月 20日（土）  

講師：矢部村愛林クラブ  アドバイザー： 福島 敏彦さん（福岡県林業技術者連絡会） 

□シリーズ２：シンポジウム 『高知県の事例に学ぶ ～人と森のつなぎ方～』 

11月８日（木） 

講師：出口 和樹さん（高知県林業振興・環境部 林業環境政策課 木の文化担当） 

□シリーズ３：シンポジウム 『暮らして守る福岡の森と村 九州北部豪雨災害を経験して』 

11 月 29日（木） 講師：小森 耕太さん（山村塾 事務局長） 

＜2013 年度は充電のためお休み＞ 

＜2014年度＞ 
■名  称  2014森の講座『私たちの森は今』 

□第 1回講座 「３．１１ 大津波が教えてくれたこと 森から始める震災復興」   

９月 14 日（日）  

講師：芳賀正彦さん（NPO法人吉里吉里国理事長）、吉村正春さん（糸島市林業研究グループ会長） 

□第２回講座 「福岡のシカ－現状と課題－」 

11月 10日（月） 

講師：池田浩一さん（福岡県農林業総合試験場資源活用研究センター森林林業部長） 

□第３回講座「ゆりかごからはじまる生涯“木育”～みんなを活かす木のおもちゃ～」 

11月 27日（木） 講師：多田千尋さん（芸術教育研究所 所長/東京おもちゃ美術館 館長） 

＜2015年度＞ 
■名  称  2015森の講座『子どもたちへ贈る風景』 

□第 1回講座 『山と町を、木のたてものでつなぐ』～板倉構法、東日本大震災の仮設住宅の話～ 

11月 5日（木）  講師：安藤 邦廣さん（建築家・ 里山建築研究所主宰、筑波大学名誉教授） 

□第２回講座 『森に気づき、森に守られる』 

～ネイティブアメリカン、サバイバル、アウェアネス～ 

11月 17日（火） 講師：川口 拓さん（ネイチャースクール WILD AND NATIVE代表） 

□第３回講座 ワークショップとシンポジウム『グリーンウッドワーク：伝統的で新しい木工』 

11月 26日(木)   講師：久津輪 雅さん(岐阜県立森林文化アカデミー准教授 ) 
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